
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
加入者系資源の間でのＩＰパケットの転送、および前記加入者系資源へのＩＰパケットに
対して拡張ヘッダの付与を行うＩＰパケット転送装置と、
前記ＩＰパケット転送装置によって付与された拡張ヘッダにより拡張ＩＰパケットの転送
を行う拡張ＩＰパケット転送装置とを有するＩＰパケット転送システムにおいて、
転送すべき前記ＩＰパケットからＡＴＭセルを生成して前記ＩＰパケット転送装置に送出
するディジタル・サービス・ユニットを備え、
前記ＩＰパケット転送装置は、
複数のＩＰアドレスと、これら各ＩＰアドレス毎に定められた網内経路を形成するための
網内経路情報、あるいは拡張ＩＰアドレスおよび前記拡張ＩＰパケット転送装置への出力
情報とからなるテーブルをあらかじめ記憶しており、
前記加入者系資源または他のＩＰパケット転送装置から送出されたＡＴＭセルを取得する
と、当該ＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスに対応した網内経路情報または出力情報を前
記テーブルから求め、得られた網内経路情報または出力情報によって定められる網内経路
または拡張ＩＰパケット転送装置に対して前記ＡＴＭセルを伝送するものであり、
前記拡張ＩＰパケット転送装置は、
複数の拡張ＩＰアドレスと、これらをあて先へ転送するために送信すべき次の拡張ＩＰ転
送装置またはＩＰパケット転送装置への網内経路情報とからなるテーブルをあらかじめ記
憶しており、
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前記ＩＰパケット転送装置から送出されたＡＴＭセルを取得すると、当該ＡＴＭセルに含
まれる拡張ＩＰアドレスに対応した送出先情報を前記テーブルから求め、得られた送出先
情報によって定められる装置に対して前記ＡＴＭセルを伝送するものであることを特徴と
するＩＰパケット転送システム。
【請求項２】
ＩＰパケット転送装置が、
複数のＩＰアドレスおよびデータ種別と、これら各ＩＰアドレスおよびデータ種別毎に定
められた網内経路を形成するための網内経路情報、あるいは拡張ＩＰアドレスおよび拡張
ＩＰパケット転送装置への出力情報とからなるテーブルをあらかじめ記憶しており、
加入者系資源または他のＩＰパケット転送装置から送出されたＡＴＭセルを取得すると、
当該ＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスおよびデータ種別に対応した網内経路情報または
出力情報を前記テーブルから求め、得られた網内経路情報または出力情報によって定めら
れる網内経路または拡張ＩＰパケット転送装置に対して、前記ＡＴＭセルを伝送するもの
であることを特徴とする請求項１記載のＩＰパケット転送システム。
【請求項３】
ディジタル・サービス・ユニットが、
転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスの判定を行って、当該ＩＰパケットからＡＴＭセ
ルを生成し、
それをＩＰパケット転送装置の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出
するものであり、
前記ＩＰパケット転送装置が、
複数のＩＰアドレスと、これら各ＩＰアドレス毎に定められた網内経路を形成するための
網内経路情報、あるいは拡張ＩＰアドレスおよび拡張ＩＰパケット転送装置への出力情報
とからなるテーブルをあらかじめ記憶しており、
加入者系資源または他のＩＰパケット転送装置から送出されたＡＴＭセルを前記専用線用
コネクションから取得した場合には、当該ＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスに対応した
網内経路情報を、前記ＡＴＭセルを前記拡張網用コネクションから取得した場合には、当
該ＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスに対応した出力情報を、それぞれ前記テーブルから
求め、前記網内経路情報または出力情報によって定められる網内経路または拡張ＩＰパケ
ット転送装置に対して、前記ＡＴＭセルを伝送するものであることを特徴とする請求項１
記載のＩＰパケット転送システム。
【請求項４】
ディジタル・サービス・ユニットが、
転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスおよびデータ種別の判定を行って、当該ＩＰパケ
ットからＡＴＭセルを生成し、
それをＩＰパケット転送装置の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに対し
て送出するものであることを特徴とする請求項３記載のＩＰパケット転送システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ＩＰパケット転送サービスを提供する広域ＡＴＭ網において、ＩＰアドレス
およびルーチングテーブルを用いてデータ転送を行う、ＩＰパケット転送システムに関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＬＡＮ間の通信や、コンピュータＬＡＮと遠隔地の端末装置とを結ぶ通信のための
システムとして、インターネットを介した通信や、専用線を介した通信があった。
【０００３】
上述した従来のシステムのうちの、専用線を介した通信では、必要な通信速度を有して、
問題のない転送処理遅延で転送を行うことができるとともに、セキュリティを確保するこ
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とが容易であるが、転送する情報がない場合にも回線を占有するため、通信コストが非常
に高価であるという問題があった。
【０００４】
一方、インターネットを経由した通信では、不特定多数のユーザが共同で伝送路を使用す
るため、安価ではあるが通信速度が遅く、また、転送経路途中のＩＰパケットの転送処理
をソフトウェアで行っているため処理遅延時間が大きいという問題があり、さらに他社が
所有するコンピュータを経由して情報が転送されるためセキュリティの上でも問題があっ
た。
【０００５】
また、インターネット通信における転送速度を高める方式として、ＡＴＭによりＩＰパケ
ットを転送する方式も提案されているが、いずれにしてもソフトウェアによる転送である
ため、セキュリティに関する問題点は解決されていない。
【０００６】
転送速度をさらに高める方式として、特開平９－１７２４５７号公報、あるいは特開平１
０－６９４７３７号公報に示されるような、必要に応じてＡＴＭ上のコネクションを設定
するシステムも提案されている。これらのＩＰパケット転送システムは、アプリケーショ
ンが使用する通信に応じて、ソフトウェア転送処理経由の通信とショートカットコネクシ
ョンによる通信に振り分ける方式であり、例えば、特開平９－１７２４５７号公報に示す
ＩＰパケット転送システムでは、ＣＳＲ（Ｃｅｌｌ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｏｕｔｅｒ）によ
ってカットスルーコネクションの設定を行っており、特開平１０－６９４７３７号公報に
示すＩＰパケット転送システムでは、フローの継続時間に応じて、カットスルーコネクシ
ョンとショートカットスルーコネクションの設定を行っている。
【０００７】
また、ＩＰパケットの転送サービスを広域ＡＴＭ網上に収容するために、例えば、ＮＴＴ
 Ｒ＆Ｄ，Ｖｏｌ．４７，Ｎｏ．４「次世代コンピュータネットワークのアクセス系・エ
ッジノード構成法」  ４．２  ＣＡＦＥ（Ｃｕｔ－ｔｈｒｏｕｇｈ　ＡＴＭ－ｂａｓｅｄ　
Ｆｏｒｗａｒｄｉｎｇ　Ｅｎｇｉｎｅ）に示される、ＡＴＭ－ＰＶＰ（Ｐｅｒｍａｎｅｎ
ｔ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐａｔｈ）を用いたＩＰパケットの高速転送方式も提案されている
。この方式では、ＩＰパケットを構成するＡＴＭセルを再構成することなくＡＴＭベース
で高速に転送することができ、ＶＰ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐａｔｈ）の上にＩＰパケットを
ＶＣ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）多重するので、網内のリソースを有効に
利用することが可能となる。
【０００８】
さらに、例えば、ＮＴＴ　Ｒ＆Ｄ，Ｖｏｌ．４７，Ｎｏ．４「次世代コンピュータネット
ワークのバックボーン系構成法」には、コアネットワークについての提案もなされている
。この方式では、ＩＰパケットに拡張ヘッダを付与することによりアドレス空間を拡張す
ることができ、また、拡張ヘッダ内のサービス情報フィールドに格納される情報により、
ユーザに対して多様なサービスを提供することができ、これらの特徴を利用することでセ
キュリティは確保され、また、ＶＰ上にＩＰパケットをＶＣ多重するので網内リソースを
有効に利用することも可能となり、網の大容量化、高速化に向けた大規模化が容易（スケ
ーラブル）で、かつシンプルな網アーキテクチャが実現できる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記特開平９－１７２４５７号公報や特開平１０－６９４７３７号公報に
示されたＩＰパケット転送システムでは、ＡＴＭ網内で使用されるコネクションの数が多
くなって大規模網には不適当であるばかりか、セキュリティに関する問題もまだ残ってい
る。また、「次世代コンピュータネットワークのアクセス系・エッジノード構成法」に示
された方式では、あらかじめＰＶＰを設定しておくため、大規模網化が容易でないという
課題があり、「次世代コンピュータネットワークのバックボーン系構成法」に示された方
式では、拡張ヘッダによるオーバヘッドが大きく、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉ
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Ｐ）アプリケーションで代表されるような音声通信等の、短パケットによる通信では遅延
が大きくなるという課題があった。
【００１０】
この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、専用線と同様な高速の物
理回線を使用し、ＩＰパケットをＡＴＭセルにセル化して、網内をＡＴＭでセル多重伝送
し、ユーザ端末装置やＬＡＮなどの加入者系資源の間で、高速にＩＰパケットの転送が行
うことができ、通信コストが安価でセキュリティ上の問題もない、広域ＡＴＭ網に適した
ＩＰパケット転送装置を得ることを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
この発明に係るＩＰパケット転送システムは、ディジタル・サービス・ユニット（以下Ｄ
ＳＵという）にて、転送すべきＩＰパケットからＡＴＭセルを生成してＩＰパケット転送
装置に送出し、ＩＰパケット転送装置は取得したＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスに対
応した網内経路情報または出力情報を内蔵するテーブルから求め、得られた情報によって
定められる網内経路または拡張ＩＰパケット転送装置へそのＡＴＭセルを伝送し、拡張Ｉ
Ｐパケット転送装置は取得したＡＴＭセルに含まれる拡張ＩＰアドレスに対応した送出先
情報を内蔵するテーブルから求め、得られた送出先情報によって定められる装置へＡＴＭ
セルを伝送するようにしたものである。
【００１２】
また、この発明に係るＩＰパケット転送システムは、ＩＰパケット転送装置にて、取得し
たＡＴＭセルに含まれるＩＰアドレスおよびデータ種別に対応した網内経路情報または出
力情報を内蔵するテーブルから求め、得られた情報によって定められる網内経路または拡
張ＩＰパケット転送装置へそのＡＴＭセルを伝送するようにしたものである。
【００１３】
また、この発明に係るＩＰパケット転送システムは、ＤＳＵにて、転送すべきＩＰパケッ
トのＩＰアドレスを判定し、そのＩＰパケットからＡＴＭセルを生成してＩＰパケット転
送装置の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出し、ＩＰパケット転送
装置はＡＴＭセルの取得を、専用線用コネクションで行ったものであれば網内経路情報を
、拡張網用コネクションで行ったものであれば出力情報を、内蔵するテーブルからそのＡ
ＴＭセルに含まれるＩＰアドレスに対応して求め、得られた情報によって定められる網内
経路または拡張ＩＰパケット転送装置に対してそのＡＴＭセルを伝送するようにしたもの
である。
【００１４】
また、この発明に係るＩＰパケット転送システムは、ＤＳＵにて、転送すべきＩＰパケッ
トのＩＰアドレスおよびデータ種別を判定し、そのＩＰパケットから生成したＡＴＭセル
を、ＩＰパケット転送装置の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出す
るようにしたものである。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
図１はこの発明の実施の形態１によるパケット転送システムの構成を示す網構成図である
。図において、１００はユーザによって使用されるユーザ端末装置であり、１０１はＬＡ
ＮなどによるＩＰ網である。なお、これらユーザ端末装置１００およびＩＰ網１０１は加
入者系資源と総称される。また、複数個存在するユーザ端末装置１００やＩＰ網１０１に
ついて、その個々を特に区別する必要がある場合には、その符号にａ，ｂ，ｃ，ｄなどの
添字を付けて区別する。このことは、以下に説明する他の部分についても同様である。
【００１６】
１０２はユーザ端末装置１００間、ＩＰ網１０１間、ユーザ端末装置１００とＩＰ網１０
１との間などの加入者系資源の間でのＩＰパケットの転送、およびユーザ端末装置１００
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またはＩＰ網１０１などの加入者系資源へのＩＰパケットに対する拡張ヘッダの付与を行
うＩＰパケット転送装置である。１０３はこのＩＰパケット転送装置１０２によって付与
された拡張ヘッダによって拡張ＩＰパケットの転送を行う拡張ＩＰパケット転送装置であ
る。１０４は上記ＩＰパケット転送装置１０２が接続されているＡＴＭ中継網であり、１
０５はこのＡＴＭ中継網１０４に接続された拡張ＩＰ網である。
【００１７】
１０６は加入者系資源としての各ユーザ端末装置１００あるいはＩＰ網１０１に接続され
て、転送すべきＩＰパケットからＡＴＭセルを生成し、それをＩＰパケット転送装置１０
２に向けて送出するＤＳＵである。１０７はこれら各ＤＳＵ１０６とＩＰパケット転送装
置１０２との間に接続されて、各ＤＳＵ１０６からの回線の終端を行うＡＴＭ加入者線終
端装置（以下ＡＴＭ－ＳＬＴという）であり、１０８は上記ＡＴＭ中継網１０４を構成す
るＡＴＭクロスコネクト（以下ＡＴＭ－ＸＣという）である。
【００１８】
また、図２は上記ＩＰパケット転送装置１０２の内部構成を示すブロック図である。図に
おいて、１１１はＡＴＭ－ＳＬＴ１０７もしくはＡＴＭ－ＸＣ１０８とのインタフェース
を実現する入力インタフェース部であり、１１２は同じくＡＴＭ－ＳＬＴ１０７もしくは
ＡＴＭ－ＸＣ１０８とのインタフェースを実現する拡張入力インタフェース部である。１
１３はこの入力インタフェース部１１１もしくは拡張入力インタフェース部１１２内にあ
らかじめ記憶された、複数のＩＰアドレスと、これら各ＩＰアドレス毎に定められた網内
経路を形成するための網内経路情報、または拡張ＩＰアドレスと、拡張ＩＰパケット転送
装置への出力情報とからなるテーブル（以下あて先テーブル部という）である。
【００１９】
１１４は入力インタフェース部１１１あるいは拡張入力インタフェース部１１２から入力
端子に送られてくるＡＴＭセルのスイッチングを行うセルスイッチ部である。１１５はこ
のセルスイッチ部１１４の出力端子とＡＴＭ－ＳＬＴ１０７またはＡＴＭ－ＸＣ１０８と
の間のインタフェースを実現する出力インタフェース部であり、１１６は同じくセルスイ
ッチ部１１４の出力端子とＡＴＭ－ＳＬＴ１０７またはＡＴＭ－ＸＣ１０８との間のイン
タフェースを実現する拡張出力インタフェース部である。１１７はこのＩＰパケット転送
装置１０２の制御を行う制御部である。
【００２０】
また、図３は上記拡張ＩＰパケット転送装置１０３の内部構成を示すブロック図である。
図において、１２１はＡＴＭ－ＳＬＴ１０７またはＡＴＭ－ＸＣ１０８とのインタフェー
スを実現する拡張入力インタフェース部であり、１２２はこの拡張入力インタフェース部
１２１内にあらかじめ記憶された、複数の拡張ＩＰアドレスと、これらをあて先へ転送す
るために送信すべき次の拡張ＩＰパケット転送装置１０３またはＩＰパケット転送装置１
０２への網内経路情報とからなるテーブル（以下あて先テーブル部という）である。１２
３は拡張入力インタフェース部１２１から入力端子に送られてくるＡＴＭセルのスイッチ
ングを行うセルスイッチ部であり、１２４はこのセルスイッチ部１２３の出力端子とＡＴ
Ｍ－ＳＬＴ１０７またはＡＴＭ－ＸＣ１０８との間のインタフェースを実現する拡張出力
インタフェース部（以下拡張出力インタフェース部という）である。１２５はこの拡張Ｉ
Ｐパケット転送装置１０３の制御を行う制御部である。
【００２１】
次に動作について説明する。
ここで、例えばユーザ端末装置１００ａから送出されたＩＰパケットは、加入者系ＤＳＵ
１０６ｃを経由してＩＰパケット転送装置１０２ａに送られる。ＩＰパケット転送装置１
０２ａに到着したパケットは、各々のＩＰアドレスに従って、加入者系ＤＳＵ１０６に折
り返されるか、あるいはＡＴＭ中継網１０４を経由して転送先のＩＰパケット転送装置１
０２ｂに送られるか、あるいはＡＴＭ中継網１０４を経由してあて先までの複数の拡張Ｉ
Ｐパケット転送装置１０３を経由することによって、あて先であるユーザ端末装置１００
に送られる。
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【００２２】
なお、図４はこの実施の形態１におけるＩＰパケット転送装置１０２の各入力インタフェ
ース部１１１および各拡張入力インタフェース部１１２にあらかじめ記憶されているあて
先テーブル部１１３の内容を示す説明図であり、図５はこの実施の形態１における拡張Ｉ
Ｐパケット転送装置１０３の各拡張入力インタフェース部１２１にあらかじめ記憶されて
いるあて先テーブル部１２２の内容を示す説明図である。以下、図１～図５を用いて、こ
の実施の形態１のＩＰパケット転送システムの動作について具体的に説明する。
【００２３】
加入者系資源のユーザ端末装置１００から送出されたＩＰパケットは、ＤＳＵ１０６にお
いて、ＡＡＬ（ＡＴＭ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）タイプ５に基づいてＡＴＭ
セルにセル化され、ＡＴＭ－ＳＬＴ１０７を経由してＩＰパケット転送装置１０２の入力
インタフェース部１１１に送出される。なお、各ＤＳＵ１０６はユーザ端末装置１００や
ＩＰ網１０１がＡＴＭ対応の場合には、既にセル化が行われているため本処理は行わず、
そのままＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１にそれを送出する。
【００２４】
ＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１内に存在するあて先テーブル
部１１３には、図４に示すように、入力ＶＰＩ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐａｔｈ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）とあて先ＩＰアドレスの組に対応した網内経路情報として、以下のどちらか
の情報の組があらかじめ設定されている。
ａ．当該ＡＴＭセルに付与すべき新ＶＰＩと新ＶＣＩ（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、およびスイッチング情報
ｂ．当該ＡＴＭセルに付与すべき新ＶＰＩと新ＶＣＩ、スイッチング情報、およびあて先
拡張ＩＰアドレス
【００２５】
上記ａの情報が設定されたエントリはＡＴＭ－ＰＶＰ通信を使用し、上記ｂの情報が設定
されたエントリは拡張ＩＰネットワーク通信を使用することを示すものである。
【００２６】
なお、上記スイッチング情報は、ＩＰパケット転送装置１０２のセルスイッチ部１１４の
各入力端子のうちの、当該ＡＴＭセルが入力されるものの入力端子番号と、上記セルスイ
ッチ部１１４の各出力端子のうちの、当該ＡＴＭセルの進路に対応したものの出力端子番
号を含んでいる。セルスイッチ部１１４では、このスイッチング情報が与えられると、こ
れにより端子番号が指定された入力端子と出力端子との間が接続される。
【００２７】
ＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１では、順次到着するＡＴＭセ
ル中の、ＩＰパケットのヘッダ部分から生成された先頭のセルを検出し、この先頭のＡＴ
ＭセルからＶＰＩおよびペイロード部内のＩＰアドレスが読み出される。そして、上記網
内経路情報のうち、これらの入力ＶＰＩとあて先ＩＰアドレスの組に対応したものがあて
先テーブル部１１３から取り出される。
【００２８】
取り出された網内経路情報が上記ａに対応する情報であれば、得られたＶＰＩは、当該Ｉ
Ｐパケット転送装置１０２に接続されているＡＴＭ－ＳＬＴ１０７、または送信対地まで
の途中にある対向するＩＰパケット転送装置１０２に張られたＶＰを示している。なお、
２番目以降のＡＴＭセルはＩＰアドレスを含んでいないが、先頭のセルと同一の網内経路
情報を用いてＶＰＩおよびＶＣＩの付与、セルスイッチ部１１４の制御が行われる。
【００２９】
あて先テーブル部１１３から得られた網内経路情報に含まれるスイッチング情報はセルス
イッチ部１１４に送られる。新しいＶＰＩおよびＶＣＩの書きこまれたＡＴＭセルは、こ
のセルスイッチ部１１４により、あらかじめ定められた当該セルの進路に対応した出力イ
ンタフェース部１１５に送られる。例えば、当該ＡＴＭセルが当該ＩＰパケット転送装置
１０２に接続されているＡＴＭ－ＳＬＴ１０７に送り返されるべきものである場合には、
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当該ＡＴＭセルはセルスイッチ部１１４により、例えば出力インタフェース部１１５ｂへ
送られる。また、当該ＡＴＭセルが送信対地までの途中にある対向するＩＰパケット転送
装置１０２に送られるべきものである場合には、ＡＴＭ中継網１０４のＡＴＭ－ＸＣ１０
８に接続された、例えば出力インタフェース部１１５ａに送られることとなる。
【００３０】
また、取り出された網内経路情報が上記ｂに対応する情報であれば、得られたＶＰＩは、
当該ＩＰパケット転送装置１０２に接続されている、送信対地までの途中にある拡張ＩＰ
パケット転送装置１０３に張られたＶＰを示している。なお、２番目以降のＡＴＭセルは
、ＩＰアドレスを含んでいないが、先頭のセルと同一の網内経路情報を用いてＶＰＩおよ
びＶＣＩの付与、セルスイッチ部の制御、拡張ＩＰアドレスによる拡張ヘッダ挿入が行わ
れる。
【００３１】
あて先テーブル部１１３から得られた網内経路情報に含まれるスイッチング情報はセルス
イッチ部１１４に送られる。新しいＶＰＩおよびＶＣＩが書きこまれ、拡張ＩＰアドレス
による拡張ヘッダが挿入されたＡＴＭセルは、このセルスイッチ部１１４により、あらか
じめ定められた当該セルの進路に対応した拡張出力インタフェース部１１６に送られる。
例えば、当該ＡＴＭセルが送信対地までの途中に拡張ＩＰパケット転送装置１０３に送ら
れるべきものである場合には、ＡＴＭ中継網１０４のＡＴＭ－ＸＣ１０８に接続された、
例えば拡張出力インタフェース部１１６ｂに送られることとなる。
【００３２】
ＩＰパケット転送装置１０２の拡張出力インタフェース部１１６に送られたセル流は、Ｖ
ＰシェイパやＳＤＨ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｈｉｅｒａｒｃｈｙ）
フレームへの組み込みなど必要な処理を実施した後、ＡＴＭ中継網１０４を構成するＡＴ
Ｍ－ＸＣ１０８やＡＴＭ－ＳＬＴ１０７へ向けて出力される。
【００３３】
一方、拡張ＩＰパケット転送装置１０３の入力インタフェース部１２１内に存在するあて
先テーブル部１２２には、図５に示すように、受信ユーザ識別子とあて先拡張ＩＰアドレ
スの組に対応した網内経路情報として、以下の情報の組があらかじめ設定されている。
ａ．当該ＡＴＭセルに付与すべき新ＶＰＩと新ＶＣＩ、およびスイッチング情報
【００３４】
なお、上記スイッチング情報は、拡張ＩＰパケット転送装置１０３のセルスイッチ部１２
３の各入力端子のうちの、当該ＡＴＭセルが入力されるものの入力端子番号と、上記セル
スイッチ部１２３の各出力端子のうちの、当該ＡＴＭセルの進路に対応したものの出力端
子番号を含んでいる。セルスイッチ部１２３では、このスイッチング情報が与えられると
、これにより端子番号が指定された入力端子と出力端子との間が接続される。
【００３５】
ＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１では、この場合にも、順次到
着するＡＴＭセル中の、ＩＰパケットのヘッダ部分から生成された先頭のセルを検出し、
この先頭のＡＴＭセルからＶＰＩおよびペイロード部内のＩＰアドレスが読み出される。
そして、上記網内経路情報のうち、これらの入力ＶＰＩとあて先ＩＰアドレスの組に対応
したものがあて先テーブル部１１３から取り出される。
【００３６】
取り出された網内経路情報から得られたＶＰＩは、当該拡張ＩＰパケット転送装置１０３
に接続されて送信対地までの途中にある対向するＩＰパケット転送装置１０２に張られた
ＶＰ、もしくは、次に転送すべき拡張ＩＰパケット転送装置１０３に張られたＶＰを示し
ている。なお、２番目以降のＡＴＭセルは、ＩＰアドレスを含んでいないが、先頭のＡＴ
Ｍセルと同一の網内経路情報を用いてＶＰＩおよびＶＣＩの付与、セルスイッチ部１２３
の制御が行われる。
【００３７】
あて先テーブル部１２２から得られた網内経路情報に含まれているスイッチング情報はセ
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ルスイッチ部１２３に送られる。新しいＶＰＩおよびＶＣＩの書きこまれたＡＴＭセルは
、このセルスイッチ部１２３により、あらかじめ定められた当該セルの進路に対応した拡
張出力インタフェース部１２４に送られる。例えば、当該ＡＴＭセルが当該拡張ＩＰパケ
ット転送装置１０３に接続されている他の拡張ＩＰパケット転送装置１０３に転送される
べきものである場合には、当該セルはセルスイッチ部１２３により、例えば拡張出力イン
タフェース部１２４ｂへ送られる。また、当該ＡＴＭセルが送信対地までの途中にある対
向するＩＰパケット転送装置１０２に送られるべきものである場合には、当該セルはＡＴ
Ｍ中継網１０４のＡＴＭ－ＸＣ１０８に接続された、例えば拡張出力インタフェース部１
２４ａに送られることとなる。
【００３８】
拡張ＩＰパケット転送装置１０３による転送処理を繰り返すと、最終的に当該ＡＴＭセル
は、当該拡張ＩＰパケット転送装置１０３に接続されている送信対地までの途中にある対
向するＩＰパケット転送装置１０２の拡張入力インタフェース部１１２に送られる。
【００３９】
ＩＰパケット転送装置１０２の拡張入力インタフェース部１１２では、拡張ＩＰヘッダ中
のあて先拡張ＩＰアドレスの取得が行われる。この取得される拡張ＩＰアドレスは出力イ
ンタフェース１１５に対応しているため、スイッチング情報が得られる。さらに、拡張Ｉ
Ｐヘッダを除去し、ＩＰアドレスを取得する。その後の動作は入力インタフェース部１１
１の場合と同様であるため、その説明を省略する。
【００４０】
このように、この実施の形態１によれば、ＩＰパケット転送装置１０２がＩＰアドレスを
判定してサービスの振り分けを行っているので、通常のユーザ間の通信においては拡張Ｉ
Ｐ網を使用し、より高速なサービスを使用するユーザ間の通信に対してはＡＴＭ－ＰＶＰ
網を使用することができるようになり、通信コストが安価で、高速かつ多様なサービスを
提供することが可能になるという効果が得られる。
【００４１】
実施の形態２．
なお、上記実施の形態１では、あて先ＩＰアドレスを判定してサービスの振り分けを行う
ものについて説明したが、ＩＰアドレス、およびデータ種別としてのアプリケーション種
別によってサービスの振り分けを行うことも可能である。実施の形態２はそのようなＩＰ
パケット転送システムに関するものであり、その網構成、およびＩＰパケット転送装置、
拡張ＩＰパケット転送装置の構成は、図１～図３に示した実施の形態１の場合と同様であ
るため、ここではその説明を省略する。
【００４２】
ここで、図６はこの実施の形態２におけるＩＰパケット転送装置１０２の各入力インタフ
ェース部１１１および各拡張入力インタフェース部１１２にあらかじめ記憶されている、
あて先テーブル部１１３の内容を示す説明図である。なお、拡張ＩＰパケット転送装置１
０３のあて先テーブル部１２２の内容は、上記実施の形態１の場合と同様に、図５に示し
た構成となる。
【００４３】
以下、この実施の形態２によるＩＰパケット転送システムの動作について説明する。
この実施の形態２では、ＩＰパケット転送装置１０２の各入力インタフェース部１１１お
よび各拡張入力インタフェース部１１２が保有するあて先テーブル部１１３を、図６に示
すように構成している。すなわち、入力ＶＰＩ、あて先ＩＰアドレス、および当該ＡＴＭ
セルのアプリケーション（ＡＰ）種別の組に対応した網内経路情報として、以下の情報の
組があらかじめ設定される。
ａ．当該ＡＴＭセルに付与すべき新ＶＰＩと新ＶＣＩ、スイッチング情報、およびあて先
拡張ＩＰアドレス
【００４４】
ＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１では、順次到着するＡＴＭセ
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ルのうち、ＩＰパケットのヘッダ部から生成された先頭のセルを検出し、その先頭のＡＴ
Ｍセルに含まれるＩＰパケットとアプリケーション種別を取得する。そして、図６にその
内容が示されたあて先テーブル部１１３の検索を行って、上記ＩＰパケットとアプリケー
ション種別に対応した網内経路情報を求める。なお、その他の動作については、実施の形
態１の場合と同様なので、ここではその説明を省略する。
【００４５】
このように、この実施の形態２によれば、ＩＰパケット転送装置１０２がアプリケーショ
ン種別を判定してサービスの振り分けを行っているので、通常のユーザ間の通信において
は拡張ＩＰ網を使用し、ＶｏＩＰによる音声通信などのような、遅延時間に悪影響を及ぼ
されやすい短パケットの通信に対しては、ＡＴＭ－ＰＶＰ網を使用することができるよう
になり、通信コストが安価で、高速かつ多様なサービスを、ユーザやアプリケーションに
対応して提供することができるという効果が得られる。
【００４６】
実施の形態３．
また、上記実施の形態１においては、ＩＰパケット転送装置がＩＰアドレスによりサービ
スの振り分けを行うものについて説明したが、ユーザ端末装置に接続されるＤＳＵによっ
てその振り分けを行うことも可能である。
【００４７】
実施の形態３はそのようなＩＰパケット転送システムに関するものであり、その網構成、
およびＩＰパケット転送装置、拡張ＩＰパケット転送装置の構成は、図１～図３に示した
実施の形態１の場合と同様であるため、ここではその説明を省略する。また、拡張ＩＰパ
ケット転送装置１０３のあて先テーブル部１２２の内容は、この実施の形態３においても
、図５に示した上記実施の形態１の場合と同様の構成となる。
【００４８】
なお、この実施の形態３におけるＤＳＵ１０６は、転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレ
スの判定を行って、当該ＩＰパケットよりセルを生成し、それをＩＰパケット転送装置１
０２の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出するものである点で、実
施の形態１におけるそれとは異なっている。図７はそのようなこの実施の形態３における
ＤＳＵ１０６の内部構成を示すブロック図である。図において、１３１はこのＤＳＵ１０
６が保持しているあて先テーブル部であり、１３２はユーザ網インタフェース部、１３３
はＡＴＭ制御機能部である。
【００４９】
ここで、図８は上記あて先テーブル部１３１の内容を示す説明図であり、図９はこの実施
の形態３におけるＩＰパケット転送装置１０２の各入力インタフェース部１１１および各
拡張入力インタフェース部１１２にあらかじめ記憶されている、あて先テーブル部１１３
の内容を示す説明図である。図８に示すように、あて先テーブル部１３１には、入力ＶＰ
Ｉとあて先ＩＰアドレスの組に対応して、新しいＶＰＩが設定されている。また、図９に
示すように、あて先テーブル部１１３には、入力ＶＰＩとあて先ＩＰアドレスの組に対応
して、新しいＶＰＩとＶＩＣ、スイッチング情報、およびあて先拡張ＩＰアドレスが設定
されている。なお、このあて先テーブル部１１３のあて先ＩＰアドレスとあて先拡張ＩＰ
アドレスは使用されないこともある。
【００５０】
以下、この実施の形態３によるＩＰパケット転送システムの動作について説明する。
この実施の形態３においても、ユーザ端末装置１００から送出されたＩＰパケットは、Ｄ
ＳＵ１０６において、ＡＡＬタイプ５に基づいてＡＴＭセルにセル化され、ＡＴＭ－ＳＬ
Ｔ１０７を経由してＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１に送出さ
れる。なお、各ＤＳＵ１０６は収容されているユーザ端末装置１００やＩＰ網１０１がＡ
ＴＭ対応の場合には、既にセル化が行われているため本処理は行わず、そのままＩＰパケ
ット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１にそれを送出する。
【００５１】
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ＤＳＵ１０６はこの時、転送するＩＰパケットからあて先ＩＰアドレスを取得し、保持し
ているあて先テーブル部１３１を参照することで使用するサービスを認識する。ＡＴＭ－
ＰＶＰ網を使用する場合は、あらかじめ指定されたＶＰに付けかえる。このように、ＤＳ
Ｕ１０６は転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスの判定を行って、当該ＩＰパケットよ
り生成したＡＴＭセルを、ＩＰパケット転送装置１０２の専用線用コネクションまたは拡
張網用コネクションに送出する。
【００５２】
ＩＰパケット転送装置１０２では、ＡＴＭセルを専用線用コネクションから取得した場合
には、あて先テーブル部１１３より当該セルに含まれるＩＰアドレスに対応した網内経路
情報を求める。一方、ＡＴＭセルを拡張網用コネクションから取得した場合には、あて先
テーブル１１３より当該セルに含まれるＩＰアドレスに対応した出力情報を求める。なお
、その他の動作については、実施の形態１の場合と同様なので、ここではその説明を省略
する。
【００５３】
このように、この実施の形態３によれば、ＤＳＵ１０６がＩＰアドレスを判定してサービ
スの振り分けを行っているので、既存のＩＰパケット転送装置１０２が保有しているあて
先テーブル部１１３の内容を変更することなく、通信コストが安価で、高速かつ多様なサ
ービスを、ユーザに対応して提供することができるという効果が得られる。
【００５４】
実施の形態４．
また、上記実施の形態２においては、ＩＰパケット転送装置がＩＰアドレスおよびアプリ
ケーション種別によりサービスの振り分けを行うものについて説明したが、ユーザ端末装
置に接続されるＤＳＵによりその振り分けを行うことも可能である。
【００５５】
実施の形態４はそのようなＩＰパケット転送システムに関するものであり、その網構成、
およびＩＰパケット転送装置、拡張ＩＰパケット転送装置の構成は図１～図３に示した実
施の形態１の場合と、ＤＳＵの構成は図７に示した実施の形態３の場合とそれぞれ同様で
あるため、ここではその説明を省略する。また、拡張ＩＰパケット転送装置１０３のあて
先テーブル部１２２の内容は、図５に示した実施の形態１の場合と同様の構成となり、Ｉ
Ｐパケット転送装置１０２のあて先テーブル部１１３の内容は、図６に示した実施の形態
２、あるいは図９に示した実施の形態３の場合と同様の構成となる。
【００５６】
ここで、図１０はこの実施の形態４におけるＤＳＵ１０６が保持するあて先テーブル部１
３１の内容を示す説明図である。このあて先テーブル部１３１は、図１０に示すように、
入力ＶＰＩとあて先ＩＰアドレスの組に対応して、新しいＶＰＩとともに、データ種別と
してのアプリケーション種別も設定されている点で、図８に示した実施の形態３における
それとは異なっている。
【００５７】
以下、この実施の形態４によるＩＰパケット転送システムの動作について説明する。
この実施の形態４においても、ユーザ端末装置１００から送出されたＩＰパケットは、Ｄ
ＳＵ１０６において、ＡＡＬタイプ５に基づいてＡＴＭセルにセル化され、ＡＴＭ－ＳＬ
Ｔ１０７を経由してＩＰパケット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１に送出さ
れる。なお、各ＤＳＵ１０６は接続されているユーザ端末装置１００やＩＰ網１０１がＡ
ＴＭ対応の場合には、既にセル化が行われているため本処理は行わず、そのままＩＰパケ
ット転送装置１０２の入力インタフェース部１１１にそれを送出する。
【００５８】
ＤＳＵ１０６はこの時、転送するＩＰパケットからあて先ＩＰアドレスおよびアプリケー
ション種別を取得し、保持しているあて先テーブル部１３１を参照することで使用するサ
ービスを認識する。ＡＴＭ－ＰＶＰ網を使用する場合は、あらかじめ指定されたＶＰに付
けかえる。このように、ＤＳＵ１０６は転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスとアプリ
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ケーション種別の判定を行って、当該ＩＰパケットより生成したＡＴＭセルを、ＩＰパケ
ット転送装置１０２の専用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出する。な
お、その他の動作は、実施の形態３の場合と同様であるため、ここではその説明を省略す
る。
【００５９】
このように、この実施の形態４によれば、ＤＳＵ１０６がＩＰアドレスとアプリケーショ
ン種別を判定してサービスの振り分けを行っているので、既存のＩＰパケット転送装置１
０２が保有しているあて先テーブル部１１３の内容を変更することなく、通信コストが安
価で、高速かつ多様なサービスを、ユーザやアプリケーションに対応して提供することが
できるという効果が得られる。
【００６０】
【発明の効果】
以上のように、この発明によれば、ＤＳＵではＩＰパケットから生成したＡＴＭセルをＩ
Ｐパケット転送装置に送出し、ＩＰパケット転送装置ではそのＡＴＭセルのＩＰアドレス
に基づいて内蔵するテーブルから求めた網内経路情報や出力情報によって決まる網内経路
または拡張ＩＰパケット転送装置へそのＡＴＭセルを伝送し、拡張ＩＰパケット転送装置
ではそのＡＴＭセルの拡張ＩＰアドレスに基づいて内蔵するテーブルから求めた送出先情
報によって決まる装置へそのＡＴＭセルを伝送するように構成したので、通常の通信にお
いては拡張ヘッダを付与したコアネットワークを使用することで、セキュリティ上の問題
がなく、高速かつ安価に高機能のサービスを提供することができ、遅延時間による悪影響
を受けやすい短パケットの通信に対してはＡＴＭ－ＰＶＰを利用することで、高速かつ低
遅延であり、安価でセキュリティ上の問題もないサービスを提供することができるＩＰパ
ケット転送システムが得られる効果がある。
【００６１】
また、この発明によれば、ＩＰパケット転送装置の内蔵するテーブルに、ＡＴＭセルに含
まれるＩＰアドレスおよびデータ種別に対応した網内経路情報または出力情報を記憶させ
ておき、それらの情報によって定められる網内経路または拡張ＩＰパケット転送装置へそ
のＡＴＭセルを伝送するように構成したので、高速かつ安価で高機能なサービスを、ユー
ザやデータ種別に対応して提供することができるという効果がある。
【００６２】
また、この発明によれば、転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスをＤＳＵにて判定し、
そのＩＰパケットから生成したＡＴＭセルをＩＰパケット転送装置の専用線用コネクショ
ンまたは拡張網用コネクションに送出するように構成したので、ＩＰパケット転送装置内
の既存のテーブルを変更しなくとも、高速かつ安価で高機能なサービスを、ユーザに対応
して提供することができるという効果がある。
【００６３】
また、この発明によれば、転送すべきＩＰパケットのＩＰアドレスおよびデータ種別をＤ
ＳＵにて判定し、そのＩＰパケットから生成したＡＴＭセルをＩＰパケット転送装置の専
用線用コネクションまたは拡張網用コネクションに送出するように構成したので、ＩＰパ
ケット転送装置内の既存のテーブルを変更しなくとも、高速かつ安価で高機能なサービス
を、ユーザやアプリケーションに対応して提供することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１～実施の形態４によるパケット転送システムを示す網
構成図である。
【図２】　上記実施の形態１～実施の形態４におけるＩＰパケット転送装置の構成を示す
ブロック図である。
【図３】　上記実施の形態１～実施の形態４における拡張ＩＰパケット転送装置の構成を
示すブロック図である。
【図４】　上記実施の形態１におけるＩＰパケット転送装置のあて先テーブル部の内容を
示す説明図である。
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【図５】　上記実施の形態１～実施の形態４における拡張ＩＰパケット転送装置のあて先
テーブル部の内容を示す説明図である。
【図６】　上記実施の形態２および実施の形態４におけるＩＰパケット転送装置のあて先
テーブル部の内容を示す説明図である。
【図７】　上記実施の形態３～実施の形態４におけるＤＳＵの構成を示すブロック図であ
る。
【図８】　上記実施の形態３におけるＤＳＵのあて先テーブル部の内容を示す説明図であ
る。
【図９】　上記実施の形態３～実施の形態４におけるＩＰパケット転送装置のあて先テー
ブル部の内容を示す説明図である。
【図１０】　上記実施の形態４におけるＤＳＵのあて先テーブル部の内容を示す説明図で
ある。
【符号の説明】
１００　ユーザ端末装置（加入者系資源）、１０１　ＩＰ網（加入者系資源）、１０２　
ＩＰパケット転送装置、１０３　拡張ＩＰパケット転送装置、１０６ＤＳＵ、１１３，１
２２　あて先テーブル部（テーブル）。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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